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一
九
五
〇
年
代
か
ら
の
統
計
的
分
析
、
そ
し
て
一
九
八
○
年
代
以
降
の
プ

ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
（
集
団
的
伝
記
）
研
究
は
、
歴
史
的
に
フ
ラ
ン
ス
の
国
会

議
員
の
多
く
が
「
地
元
」
を
選
挙
区
と
し
、
か
つ
同
じ
選
挙
区
か
ら
選
出
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

れ
続
け
て
き
た
こ
と
を
数
量
的
に
指
摘
し
て
き
た
。
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の

登
場
に
よ
っ
て
研
究
領
域
を
拡
大
し
た
議
員
研
究
は
、
以
降
、
社
会
史
・
文

化
史
研
究
を
推
し
進
め
、
議
員
の
実
態
や
そ
の
政
治
的
実
践
に
注
目
す
る
よ

　
　
　
　
②

う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
を
背
景
に
、
上
記
の
よ
う
に
数
量
的

に
把
握
さ
れ
て
き
た
議
員
と
領
域
の
関
係
を
、
議
員
の
実
践
か
ら
明
ら
か
に

し
ょ
う
と
す
る
の
が
本
書
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
二
〇
〇
九
年
に
開
催
さ
れ
た
研
究
集
会
を
も
と
に
二
〇
一
四
年

に
刊
行
さ
れ
た
論
文
集
で
あ
る
。
噸
贔
贋
の
土
地
一
政
治
的
定
着
の
力
学
、

一
七
五
〇
1
二
〇
〇
九
一
騙
と
い
う
表
題
が
示
す
よ
う
に
、
本
書
は
選
挙

で
選
出
さ
れ
る
政
治
エ
リ
ー
ト
（
議
員
）
の
支
配
と
領
域
的
定
着
の
あ
り
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
権
力
と
領
域
の
関
係
を
問
う
。
二
人
の
編
者
を

中
心
に
執
筆
者
は
総
勢
三
二
名
に
の
ぼ
り
、
所
収
論
文
す
べ
て
を
紹
介
す
る

こ
と
は
紙
幅
の
都
合
営
む
ず
か
し
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
本
書
の
い
わ
ゆ

る
門
仮
想
敵
」
が
A
・
シ
ー
グ
ブ
リ
…
ド
に
よ
る
第
三
共
和
政
期
の
選
挙
地

　
　
　
　
　
　
　
　
④

理
学
研
究
で
あ
る
こ
と
、
本
書
の
内
容
の
核
が
第
三
共
和
政
期
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
評
者
の
専
門
が
当
該
時
期
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
三

点
か
ら
内
容
紹
介
と
批
判
の
焦
点
を
第
三
共
和
二
期
に
あ
て
る
こ
と
に
し
た

い
。

本
書
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

序
文
お
よ
び
導
入

第
～
部

第
二
部

第
三
部

第
四
手

簿
五
部

第
六
部

結
論

選
挙
の
分
析
の
尺
度
　
　
長
期

選
挙
の
分
析
の
尺
度
一
変
動
局
面

永
続
性
の
比
重
　
　
地
理
的
定
着

永
続
性
の
比
重
　
　
個
人
的
経
歴
一

永
続
性
と
変
化
の
あ
い
だ
i
戦
後
の
移
行
i

第
五
共
和
政
の
革
新

　
序
文
と
導
入
に
し
た
が
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
か
ら
相
対
的
に
安
定
し

て
き
た
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
と
行
政
の
枠
組
み
は
、
一
九
八
一
年
の
ミ
ッ
テ
ラ

ン
政
権
成
立
以
降
、
一
連
の
地
方
分
権
の
動
き
と
地
域
圏
の
創
出
、
そ
し
て

国
民
國
家
を
超
え
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
の
誕
生
に
よ
っ
て
変
化
し
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
政
治
と
領
域
の
関
係
は
現
代
的
な
意
義
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。

　
こ
こ
で
、
本
書
の
核
を
な
す
「
選
挙
地
盤
｛
陣
臥
ω
」
「
牙
城
ぴ
p
ρ
ω
ま
つ
巴
門
布

教
の
土
地
毎
冥
Φ
α
①
琶
ω
ω
δ
郎
」
「
選
挙
空
白
地
伍
ひ
ω
Φ
詳
ω
鋤
①
9
0
話
環
」
と
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い
う
分
析
枠
組
を
本
書
の
叙
述
か
ら
概
観
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
う
ち
「
選

挙
地
盤
」
と
「
牙
城
」
は
「
あ
る
選
挙
区
に
お
い
て
、
あ
る
個
人
や
政
治
集

団
（
党
派
や
政
党
）
に
と
っ
て
良
い
結
果
」
を
示
し
、
「
布
教
の
土
地
」
と

「
選
挙
空
白
地
」
は
「
政
治
集
団
の
定
着
が
弱
い
」
状
態
と
「
候
補
者
の
拒

絶
」
を
指
す
と
す
る
。
と
く
に
本
書
の
主
な
対
象
と
な
る
「
選
挙
地
盤
」
と

「
牙
城
」
は
そ
れ
ぞ
れ
、
「
ロ
…
カ
ル
な
同
盟
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
領
域
に

お
け
る
政
治
的
や
り
と
り
と
結
び
つ
く
政
治
的
諸
関
係
の
水
平
性
の
一
形

態
」
と
、
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
で
ロ
ー
カ
ル
な
枠
組
み
を
超
え
る
政
党
的
な

〔
人
的
・
物
的
…
筆
者
註
〕
資
源
」
や
「
自
律
性
を
も
つ
社
会
的
あ
る
い
は

制
度
的
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
動
員
す
る
垂
直
的
影
響
」
を
特
徴
と
す
る
、
と
定

義
さ
れ
る
（
一
六
頁
）
。
換
言
す
る
と
、
あ
る
領
域
内
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

な
ど
を
背
景
に
個
人
が
政
治
的
に
定
着
し
て
い
る
「
選
挙
地
盤
」
、
領
域
の

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

枠
組
み
を
超
え
た
政
治
集
団
（
党
派
や
政
党
な
ど
）
が
定
着
し
て
い
る
「
牙

城
」
、
あ
る
政
治
集
団
か
ら
み
て
領
域
的
に
定
着
し
て
い
な
い
「
布
教
の
土

地
」
、
ど
の
個
人
や
集
団
も
定
着
し
て
い
な
い
「
選
挙
空
白
地
」
と
区
別
し

て
大
過
な
い
だ
ろ
う
。

　
第
一
部
お
よ
び
第
二
部
で
は
、
選
挙
を
分
析
す
る
手
法
を
め
ぐ
っ
て
議
論

が
な
さ
れ
る
。
ま
ず
、
第
一
部
（
全
六
章
）
は
政
治
勢
力
と
政
治
文
化
の
長

期
的
な
変
遷
に
注
目
す
る
。
第
～
部
の
論
考
は
主
と
し
て
以
下
の
二
つ
の
視

点
か
ら
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
つ
は
特
定
の
県
や
都
市
を
舞
台

に
領
域
と
権
力
の
関
係
を
探
り
、
も
う
一
つ
は
、
階
層
、
政
治
思
想
、
政
党

と
い
っ
た
特
定
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
着
目
す
る
。
他
方
で
、
第
二
部
（
全
三

章
）
は
社
会
的
、
文
化
的
な
文
脈
の
変
化
に
着
目
す
る
。
第
一
部
が
長
期
的

な
視
座
か
ら
権
力
と
領
域
の
関
係
に
つ
い
て
相
対
的
安
定
性
を
強
調
す
る
の

に
対
し
、
第
二
部
は
中
期
的
な
変
化
の
な
か
で
、
権
力
と
領
域
の
関
係
に
お

け
る
流
動
性
に
力
点
を
お
く
。

　
さ
て
、
第
一
部
と
第
二
部
が
分
析
手
法
に
焦
点
を
あ
て
た
の
に
対
し
、
第

三
部
か
ら
第
六
部
は
政
体
ご
と
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
三

部
お
よ
び
第
四
部
が
第
三
共
和
政
、
第
五
部
が
第
四
共
和
政
、
そ
し
て
第
六

部
が
第
五
共
和
政
を
対
象
に
し
、
そ
の
う
え
で
権
力
と
領
域
の
関
係
が
長
期

的
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
第
三
部
（
全
六
章
）
は
、
郡
や
県
、
地

方
と
い
っ
た
枠
組
み
の
な
か
で
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
に
お
け
る
議
員
の
支
配
と

定
着
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
こ
の
部
の
論
考
は
お
よ
そ
三
つ
に
分
類
で
き
る
。
第
一
に
、
「
選
挙
地
盤
」

の
形
成
を
あ
つ
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
八
七
〇
年
か
ら
一
九
〇

〇
年
に
か
け
て
の
ア
ル
プ
ー
ー
マ
リ
テ
ィ
ー
ム
県
で
は
、
一
八
七
〇
年
代
に
二

人
の
オ
ポ
ル
チ
ュ
ニ
ス
ト
議
員
が
、
地
方
議
員
と
し
て
の
活
動
や
新
聞
、
結

社
、
家
族
関
係
に
よ
っ
て
「
選
挙
地
盤
」
を
形
成
し
た
。
こ
の
「
選
挙
地

盤
」
は
、
｝
時
、
そ
の
保
持
者
と
地
方
当
局
の
支
持
の
も
と
、
「
腐
敗
選
挙

区
」
（
ほ
か
の
選
挙
区
で
苦
境
に
立
た
さ
れ
た
候
補
者
が
落
下
傘
候
補
と
し

て
当
選
）
と
な
る
も
の
の
、
入
○
年
代
半
ば
か
ら
は
、
他
県
出
身
で
は
あ
る

が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用
や
「
地
方
主
義
的
」
師
説
と
い
っ
た
戦
略
に
よ
っ

て
定
着
を
は
か
っ
た
議
員
に
よ
っ
て
再
度
「
選
挙
地
盤
扁
と
し
て
再
編
さ
れ

て
い
っ
た
（
H
・
ク
リ
エ
ー
ル
論
文
）
。
ま
た
、
一
八
七
～
年
か
ら
一
八
八

○
年
代
半
ば
ま
で
の
ド
ル
ド
ー
ニ
ュ
県
で
は
、
国
政
選
挙
で
は
漸
進
的
な
凋

落
を
み
せ
て
い
く
保
守
派
が
、
県
議
会
で
は
議
長
や
副
議
長
の
座
を
獲
得
し
、

ま
た
、
新
聞
に
よ
る
支
持
、
聖
職
者
と
の
関
係
、
農
業
生
活
へ
の
関
与
、
学

会
へ
の
参
加
な
ど
に
よ
っ
て
、
　
一
定
程
度
「
選
挙
地
盤
」
を
構
築
し
よ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

し
て
い
た
（
た
だ
し
、
他
方
で
は
地
方
議
会
議
員
の
あ
い
だ
に
個
人
的
な
対

立
関
係
が
存
在
し
た
）
（
T
・
ト
ゥ
リ
ュ
エ
ル
論
文
）
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
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評書

「
選
挙
地
盤
」
を
構
成
す
る
水
平
的
な
つ
な
が
り
の
一
つ
と
し
て
、
家
族
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
詳
細
に
論
じ
た
も
の
が
マ
ル
ヌ
県
に
関
す
る
論
考
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
マ
ル
ヌ
県
の
議
員
は
配
偶
者
も
含
め
て
一
部
の
市
町
村
の

出
身
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
地
理
的
集
中
は
議
員
問
に
存
在
し
た
家
族
関
係

と
相
関
し
て
い
た
。
家
族
関
係
に
よ
る
集
団
（
門
氏
族
集
団
ω
ぢ
℃
窪
」
）
は
、

集
団
外
の
候
補
者
の
当
選
を
妨
げ
る
ほ
ど
政
治
的
影
響
力
が
大
き
く
、
ま
た
、

あ
る
「
氏
族
集
団
」
が
県
東
部
を
支
配
し
、
別
の
門
氏
族
集
団
」
が
県
北
部

を
支
配
し
た
よ
う
に
、
領
域
的
な
影
響
力
も
も
っ
て
い
た
（
A
・
ニ
ス
論

文
）
。
他
方
、
領
域
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
は
議
員
の
実
践
の
み
に

よ
ら
な
い
。
言
説
に
よ
る
門
選
挙
地
盤
」
の
構
築
性
を
喝
破
し
た
の
が
ド

ゥ
ー
1
ー
セ
ー
ヴ
ル
県
の
左
右
二
元
論
（
第
三
共
和
政
以
来
の
、
県
北
部
が
保

守
派
、
南
部
と
東
部
が
共
和
派
の
「
選
挙
地
盤
」
で
あ
る
と
す
る
見
方
）
に

関
す
る
論
考
で
あ
る
。
投
票
の
分
析
か
ら
は
そ
の
連
続
性
が
確
認
さ
れ
、
実

際
に
は
多
く
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
二
〇
世
紀
前
半
に
は
こ

の
よ
う
な
傾
向
は
固
定
化
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
二
〇
世
紀
に
お
け
る

シ
ー
グ
フ
リ
ー
ド
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
選
挙
地
理
学
研
究
な
ど
の
言
説
に

よ
っ
て
左
右
二
元
論
が
構
築
さ
れ
、
そ
れ
が
領
域
の
政
治
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
永
続
さ
せ
た
の
で
あ
る
（
J
・
グ
レ
ヴ
イ
論
文
）
。

　
第
二
に
、
や
や
「
牙
城
」
の
事
例
に
近
い
も
の
に
関
す
る
論
考
で
あ
る
。

ロ
ワ
ー
ル
ー
ー
ア
ン
フ
ェ
リ
ウ
ー
ル
県
で
は
、
大
地
主
と
し
て
農
村
共
同
体
の

中
心
に
い
る
と
同
時
に
、
聖
職
者
に
よ
る
支
持
と
自
ら
の
家
系
の
歴
史
に
よ

る
権
威
を
も
と
に
農
村
社
会
を
支
配
し
て
い
た
王
党
派
議
員
（
貴
族
）
は
、

第
一
次
大
戦
前
に
な
る
と
、
王
党
派
理
念
の
後
退
と
共
和
派
の
進
出
、
そ
し

て
聖
職
者
と
の
関
係
悪
化
と
い
う
問
題
に
直
面
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
彼

ら
は
恒
常
的
で
構
造
的
な
政
治
組
織
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
第
一
次

大
戦
後
に
は
、
選
挙
資
金
の
運
営
や
新
聞
の
利
用
な
ど
近
代
的
な
政
治
的
実

践
を
構
築
（
政
治
の
専
門
職
化
）
す
る
に
い
た
っ
た
（
D
・
バ
ン
ス
サ
ン
論

文
）
。

　
第
三
に
、
「
選
挙
地
盤
」
と
も
門
牙
城
」
と
も
つ
か
な
い
も
の
を
対
象
と

し
た
論
考
で
あ
る
。
南
仏
エ
ロ
ー
県
の
ベ
ジ
ェ
郡
は
、
一
見
す
る
と
急
進
社

会
党
が
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
握
る
領
域
と
み
な
さ
れ
る
が
、
そ
の
実
、
そ
れ
は
左

右
に
位
遣
す
る
社
会
主
義
者
や
共
和
派
を
選
挙
戦
の
う
え
で
自
ら
と
同
一
視

さ
せ
る
同
党
の
地
域
的
戦
略
に
よ
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
投
業
様
式
（
名
簿

式
投
票
の
場
合
は
同
じ
急
進
社
会
党
の
名
簿
に
記
載
さ
れ
る
）
や
新
聞
（
報

道
に
お
い
て
彼
ら
を
急
進
社
会
党
の
議
員
や
候
補
者
と
す
る
）
な
ど
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
社
会
主
義
者
や
共
和
派
が
当
選
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

そ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
印
象
づ
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
同
地
で
は
、
個
人
に
よ

る
任
期
の
連
続
が
少
な
く
、
選
挙
戦
に
つ
い
て
も
多
く
の
「
連
盟
」
が
主
導

権
を
握
る
錯
綜
し
た
状
態
（
政
治
的
多
元
主
義
）
で
あ
り
、
個
人
的
な
「
選

挙
地
盤
」
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
い
ま
な
お
名
望
家

の
影
響
が
強
く
、
ま
た
自
律
的
で
ロ
ー
カ
ル
な
結
社
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
重

要
で
あ
っ
た
た
め
に
、
政
党
的
な
「
牙
城
」
と
も
み
な
し
え
な
い
。
む
し
ろ
、

こ
の
二
面
性
に
よ
っ
て
こ
そ
、
急
進
社
会
党
は
「
遠
心
性
と
求
心
性
を
も
つ

ロ
ー
カ
ル
シ
ス
テ
ム
」
を
通
じ
て
こ
の
地
を
支
配
し
て
い
た
の
で
あ
る

（
F
・
ニ
コ
ラ
論
考
）
。

　
こ
の
よ
う
な
「
選
挙
地
盤
」
の
形
成
は
、
同
時
に
領
域
内
で
の
権
力
の
個

人
化
と
い
う
問
題
と
も
関
連
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
を
く
わ
え
た
の

が
第
四
部
（
全
三
章
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
対
象
と
な
る
三
入
は
、
い
ず
れ
も

議
員
歴
の
長
い
人
物
で
あ
っ
た
。
A
・
リ
ボ
は
、
～
八
七
八
年
か
ら
一
八
八

五
年
、
つ
い
で
一
八
八
七
年
か
ら
一
九
〇
九
年
ま
で
下
院
議
員
、
一
九
〇
九

95　（719）



年
か
ら
｝
九
二
三
年
ま
で
上
院
議
員
を
つ
と
め
、
大
臣
や
善
相
も
歴
任
し
て

い
る
。
E
・
ク
レ
マ
ン
テ
ル
は
、
一
九
〇
〇
年
か
ら
一
九
～
九
年
ま
で
下
院

議
員
、
一
九
二
〇
年
か
ら
…
九
三
六
年
ま
で
上
院
議
員
に
選
出
さ
れ
た
。

J
・
バ
ル
ド
ゥ
ー
は
、
　
九
三
八
年
か
ら
～
九
四
二
年
ま
で
は
上
院
で
、
一

九
四
五
年
か
ら
一
九
五
六
年
ま
で
は
国
民
議
会
で
活
躍
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
任
期
の
長
い
個
人
の
定
着
の
あ
り
方
を
描
く
の
が
こ
の
部
の
穏
的
で
あ

る
。　

前
任
者
か
ら
教
わ
っ
た
選
挙
戦
の
や
り
方
、
と
く
に
選
挙
集
会
を
重
視
す

る
こ
と
で
下
院
に
初
選
出
さ
れ
た
A
・
リ
ボ
は
、
し
か
し
選
挙
区
を
顧
み
な

い
活
動
の
ゆ
え
に
一
度
落
選
の
憂
き
目
に
あ
う
。
こ
の
挫
折
は
彼
を
し
て

「
選
挙
地
盤
」
の
必
要
性
を
痛
感
さ
せ
、
選
挙
区
を
変
え
当
選
を
果
た
し
た

の
ち
は
、
選
挙
区
へ
の
頻
繁
な
訪
問
、
同
地
か
ら
の
県
議
会
議
員
へ
の
当
選
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
地
方
利
筈
の
擁
護
者
と
し
て
の
ふ
る
ま
い
、
そ
し

て
政
治
活
動
の
専
門
職
化
に
よ
っ
て
、
戦
略
的
に
「
選
挙
地
盤
漏
を
形
成
し

て
い
っ
た
（
W
・
バ
デ
ィ
エ
論
文
）
。
他
方
で
、
8
・
ク
レ
マ
ン
テ
ル
は
、

ピ
ユ
イ
ー
ー
ド
ー
ー
ド
ー
ム
県
リ
オ
ン
市
で
の
公
証
人
と
し
て
の
活
動
か
ら
同
市

長
（
一
九
〇
四
年
か
ら
～
九
三
六
年
）
と
な
る
こ
と
で
「
選
挙
地
盤
」
を
形

成
し
た
。
そ
の
後
、
県
議
会
議
員
（
～
九
～
○
年
か
ら
　
九
三
五
年
）
、
そ

し
て
県
議
会
議
長
に
な
り
、
同
県
の
パ
ト
ロ
ン
と
な
っ
た
彼
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
慈
善
活
動
に
代
表
さ
れ
る
「
エ
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
テ
ィ
ス
ム
」
を
通
じ
て
「
選

挙
地
盤
漏
を
強
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
（
C
・
ド
リ
ュ
エ
ル
ー
ー
コ
ル
ン
論

文
）
。
同
じ
く
戦
聞
期
の
ピ
ュ
イ
ー
ー
ド
隆
ド
ー
ム
県
（
穏
健
派
か
ら
み
た
場

合
の
「
布
教
の
土
地
」
）
で
は
、
穏
健
派
の
」
・
バ
ル
ド
ゥ
ー
が
「
選
挙
地

盤
」
を
形
成
す
べ
く
、
～
九
二
四
年
に
「
連
盟
共
和
党
℃
9
。
N
編
み
薯
窪
＄
ぼ

欲
α
貯
巴
」
を
組
織
し
た
。
反
左
翼
連
合
の
全
国
組
織
の
中
心
に
い
た
A
・

ミ
ル
ラ
ン
へ
の
接
近
や
地
方
紙
か
ら
の
支
持
調
達
に
よ
っ
て
、
同
党
は
県
に

根
差
し
た
政
党
へ
と
成
長
し
た
も
の
の
、
選
挙
戦
で
勝
つ
に
は
い
た
ら
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
バ
ル
ド
ゥ
ー
自
身
は
、
同
党
の
ト
ッ
プ
と
し
て
全
国
的
な

名
声
と
同
時
に
ロ
ー
カ
ル
な
政
治
的
名
声
も
手
に
入
れ
た
の
で
あ
る
（
」
1
1

E
・
デ
ュ
ボ
ワ
論
文
）
。
彼
ら
は
こ
の
よ
う
に
領
域
に
定
着
す
る
こ
と
で
、

個
人
と
し
て
長
期
に
わ
た
り
権
力
の
座
に
就
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
個
人
的
な
「
選
挙
地
盤
」
は
、
第
二
次
大
戦
で
の
政
治
家
の

人
的
交
替
と
政
党
制
度
の
再
編
を
通
じ
て
、
政
党
に
顕
著
な
国
家
規
模
で
の

戦
略
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
政
治
的
「
牙
城
扁
へ
と
移
行
す
る
。
「
選
挙
地

盤
」
か
ら
「
牙
城
」
へ
の
過
渡
期
と
し
て
第
四
共
和
政
期
を
あ
つ
か
う
の
が

第
五
部
（
全
六
章
）
で
あ
る
。

　
最
後
の
第
六
部
（
全
四
章
）
は
、
第
五
共
和
政
に
お
け
る
政
治
生
活
の
変

化
が
領
域
と
権
力
の
関
係
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
を
論
じ
る
。
第

五
共
和
政
の
革
新
に
よ
っ
て
～
定
の
揺
ら
ぎ
は
く
わ
え
ら
れ
た
も
の
の
、
そ

れ
で
も
な
お
そ
れ
以
前
の
領
域
と
権
力
の
関
係
は
い
ま
だ
強
く
残
っ
て
い
る

と
い
え
る
。

　
最
後
に
結
論
部
は
、
従
来
の
研
究
と
し
て
シ
ー
グ
フ
リ
ー
ド
と
F
・
ゴ
ゲ

ル
の
も
の
を
批
判
し
つ
つ
、
本
書
の
意
義
を
強
調
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

シ
ー
グ
フ
リ
ー
ド
が
二
〇
世
紀
初
頭
の
限
定
さ
れ
た
地
域
の
一
瞬
を
問
題
に

し
た
の
に
対
し
て
、
本
書
は
よ
り
広
い
地
域
を
よ
り
長
期
的
に
分
析
し
た
こ

と
、
ま
た
有
権
者
の
投
票
行
動
（
選
挙
結
果
）
の
永
続
性
と
い
う
ゴ
ゲ
ル
の

主
張
に
対
し
て
は
、
そ
の
内
実
を
個
人
の
レ
ベ
ル
（
「
選
挙
地
盤
」
）
と
政
治

集
団
の
レ
ベ
ル
（
「
牙
城
」
）
と
に
区
別
し
て
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
本
書
の
功
績
が
政
治
生
活
に
対
す
る
領
域
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
あ
る

こ
と
を
述
べ
つ
つ
、
本
書
は
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。
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評誉

　
本
書
の
最
た
る
特
徴
は
、
対
象
時
期
が
一
七
五
〇
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
ま

で
と
長
期
に
わ
た
っ
て
い
る
点
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
く
わ
え
て
、
こ
こ
で
は

本
書
を
研
究
史
に
位
置
づ
け
て
そ
の
意
義
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
本
書
結

論
部
に
あ
る
よ
う
に
、
本
書
は
シ
ー
グ
ブ
リ
！
ド
や
ゴ
ゲ
ル
に
代
表
さ
れ
る

選
挙
社
会
学
や
選
挙
地
理
学
の
成
果
を
超
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
シ
ー
グ
ブ

リ
ー
ド
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
一
部
の
地
域
に
つ
い
て
、
選
挙
区
の
社
会
経
済
構

造
か
ら
投
票
結
果
（
有
権
者
の
投
票
行
動
）
を
考
察
し
、
ゴ
ゲ
ル
は
選
挙
区

ご
と
の
結
果
を
地
図
上
に
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
国
の
投
票
行
動
の
特
色

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

を
地
理
的
に
把
握
し
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
議
員
の
政
治
的
傾
向
以
外
を

捨
象
す
る
こ
と
で
、
選
挙
区
の
政
治
的
な
「
色
」
を
問
題
に
し
た
の
に
対
し

て
、
本
書
は
岡
じ
問
い
を
議
員
の
具
体
的
な
実
践
か
ら
検
討
し
た
と
位
置
づ

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
議
員
は
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

少
な
く
と
も
第
三
共
和
蘇
張
に
関
し
て
は
、
両
者
の
研
究
は
意
外
な
ほ
ど
有

機
的
に
連
関
し
て
こ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
選
挙
の
過
程
や
実
践
に
着
目
し

た
近
年
の
研
究
の
登
場
ま
で
は
、
上
述
の
と
お
り
、
選
挙
研
究
は
議
員
を
政

治
的
な
傾
向
の
指
標
と
し
て
の
み
把
握
し
、
他
方
、
議
員
研
究
の
主
流
を
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

し
た
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
イ
研
究
で
も
選
挙
は
等
閑
に
ふ
さ
れ
て
き
た
。
こ
の

意
味
で
、
本
書
は
選
挙
と
議
員
の
研
究
を
架
橋
し
た
と
い
え
る
。

　
そ
れ
で
も
、
い
く
ら
か
の
疑
問
も
残
る
。
以
下
で
は
、
類
型
化
に
と
も
な

う
問
題
、
前
述
の
研
究
史
と
の
関
係
、
第
三
共
和
政
期
の
問
題
、
の
三
点
に

つ
い
て
論
点
を
指
摘
し
た
い
。

　
第
…
に
、
類
型
化
に
と
も
な
う
問
題
で
あ
る
。
本
書
で
用
い
ら
れ
る
「
選

挙
地
盤
」
や
「
牙
城
」
と
い
っ
た
分
析
枠
組
の
妥
当
性
が
評
者
に
は
疑
問
で

あ
っ
た
。
根
本
的
に
、
こ
の
枠
組
を
設
定
す
る
意
義
が
明
瞭
で
な
い
の
も
あ

る
が
、
そ
れ
以
上
に
い
く
つ
か
の
看
過
し
え
な
い
問
題
が
付
随
し
て
生
じ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
一
つ
に
、
門
選
挙
地
盤
」
や
「
牙
城
」

に
お
け
る
支
配
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
手
法
自
体
に
、
そ
れ
を

前
提
と
し
た
目
的
論
的
議
論
が
内
包
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、

例
え
ば
、
「
選
挙
地
盤
」
と
み
な
し
う
る
選
挙
区
に
お
い
て
、
そ
の
保
持
者

を
中
心
に
叙
述
す
る
こ
と
自
体
を
問
題
視
す
べ
き
と
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
に
、
こ
れ
ら
の
分
析
枠
組
に
よ
っ
て
、
歴
史
的
事
例
が
過
度
に
単

純
化
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
本
書
第
三
部
で
は
、
グ
レ
ヴ
ィ
が
、

抽
象
化
さ
れ
た
議
論
に
現
実
を
落
と
し
こ
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
に
そ
ぐ

わ
な
い
要
素
（
少
数
派
）
が
捨
象
さ
れ
る
危
険
性
を
指
摘
し
、
ま
た
ニ
コ
ラ

も
、
上
記
の
枠
組
を
こ
え
る
事
例
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
自
覚
的
な

論
考
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
こ
の
枠
組
に
そ
ぐ
わ
な
い
よ
う
な
事
例
が

詳
審
に
は
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
評
者
に
は
思
わ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
こ
の
枠
維

の
限
界
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
書
の
よ
う
な
長
期
的
分

析
に
お
い
て
は
、
あ
る
程
度
の
単
純
化
に
よ
っ
て
長
期
的
変
化
を
描
き
や
す

い
と
い
う
利
点
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
こ
れ
ら
の
問
題
は
看
過
し
え

な
い
。

　
く
わ
え
て
、
本
書
は
そ
れ
ら
の
枠
組
を
現
在
の
視
点
か
ら
適
用
し
て
い
る

が
、
む
し
ろ
、
同
時
代
人
が
そ
の
選
挙
区
や
領
域
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て

い
た
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
す
る
こ
と
が
評
者
に
は
有
効
に
思
わ
れ
た
。

三
富
に
よ
る
領
域
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
構
築
性
を
指
摘
し
た
グ
レ
ヴ
ィ

論
考
が
こ
の
よ
う
な
観
点
に
も
っ
と
も
近
い
が
、
そ
れ
で
も
同
論
文
の
よ
う

な
選
挙
研
究
に
よ
る
言
説
へ
の
着
目
は
、
狭
義
の
政
治
か
ら
は
少
し
隔
た
り

が
あ
る
。
同
時
代
人
の
認
識
の
あ
り
方
は
、
議
員
、
党
派
あ
る
い
は
政
党
、

ま
た
有
権
者
の
行
動
を
規
定
し
う
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
そ
の

97 （721）



よ
う
な
認
識
に
も
と
づ
い
て
議
員
や
党
派
、
政
党
は
あ
る
程
度
の
戦
略
を
立

て
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
一
例
で
は
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
論
点
を
う
み
だ
し
う
る
と

評
者
に
は
思
わ
れ
た
。

　
第
二
に
、
先
に
述
べ
た
研
究
史
に
お
け
る
本
書
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
で

あ
る
。
す
で
に
記
し
た
と
お
り
、
本
書
は
シ
ー
グ
フ
リ
ー
ド
ら
の
研
究
を
議

員
の
側
か
ら
と
ら
え
な
お
し
た
点
に
意
義
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
そ
の
一
方
で
、
そ
れ
ら
の
成
果
と
う
ま
く
か
み
あ
っ
て
い
な
い
部
分
も

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
つ
ま
り
、
シ
ー
グ
フ
リ
ー
ド
ら
の
研
究
が
議
員
の

政
治
的
傾
向
以
外
を
捨
象
し
た
よ
う
に
、
本
書
で
も
有
権
者
の
存
在
が
ほ
ぼ

捨
象
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
男
子
普
通
選
挙
で
議
員
が
選
出
さ
れ
て
い
た

第
三
共
和
政
期
に
は
、
有
権
者
か
ら
の
支
持
調
達
は
議
員
や
党
派
に
と
っ
て

喫
緊
の
問
題
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
有
権
者
の
存
在
は
議
員
の
支
配
と
定
着

の
あ
り
方
に
影
響
を
与
え
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
書
の
論
考
を
読

む
限
り
で
は
、
議
員
の
支
配
の
道
具
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
）
に
よ
っ
て
、

有
権
者
か
ら
労
せ
ず
支
持
を
獲
得
で
き
た
と
感
じ
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
は
少

し
慎
重
に
検
討
す
べ
き
だ
ろ
う
。
困
難
を
承
知
の
う
え
で
、
あ
え
て
エ
リ
ー

ト
中
心
の
視
点
と
有
権
者
中
心
の
そ
れ
を
綜
合
す
る
よ
う
な
観
点
を
今
後
の

課
題
と
し
て
指
摘
し
た
い
。

　
第
三
に
、
本
稿
の
中
心
を
な
す
第
三
共
和
政
期
に
関
し
て
、
二
点
指
摘
し

た
い
。
第
三
共
和
政
期
の
特
徴
と
し
て
、
本
書
は
「
選
挙
地
盤
」
の
優
越
性

を
指
摘
し
て
い
る
が
、
同
じ
「
選
挙
地
盤
」
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
選
挙
区

で
あ
っ
て
も
、
は
じ
め
か
ら
候
補
者
が
少
な
い
選
挙
区
と
、
候
補
者
が
乱
立

す
る
よ
う
な
選
挙
区
で
は
そ
の
意
味
合
い
は
異
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第

三
共
和
政
期
の
選
挙
結
果
を
　
落
す
る
と
、
複
数
の
候
補
者
が
選
挙
戦
を
戦

う
競
争
選
挙
も
あ
る
一
方
で
、
候
補
者
は
擁
立
さ
れ
て
い
る
も
の
の
実
質
的

に
は
無
風
選
挙
で
あ
る
よ
う
な
事
例
も
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
を
は

じ
め
と
し
て
、
選
挙
区
に
お
い
て
候
補
者
擁
立
が
可
能
な
集
団
が
ど
の
程
度

存
在
し
た
か
、
ま
た
党
派
な
ど
に
よ
る
候
補
者
の
絞
り
込
み
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
か
、
い
か
な
る
社
会
的
対
抗
関
係
の
な
か
で
、
「
選
挙
地
盤
」

保
持
者
の
陣
営
と
そ
れ
に
対
立
す
る
陣
営
が
ど
の
よ
う
に
選
挙
戦
を
繰
り
広

げ
て
い
た
か
な
ど
、
検
討
す
べ
き
問
題
は
数
多
く
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
も

そ
も
、
あ
る
個
人
の
「
選
挙
地
盤
」
は
あ
る
個
人
や
集
団
に
と
っ
て
の
門
布

教
の
土
地
」
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
先
に
述

べ
た
よ
う
な
本
書
の
や
や
目
的
論
的
な
議
論
に
は
限
界
が
あ
り
、
上
記
の
諸

問
題
を
含
め
た
う
え
で
、
あ
る
領
域
に
お
け
る
議
員
の
支
配
の
あ
り
方
は
考

え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
第
三
共
和
政
期
の
時
期
的
な
変
化
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。

本
書
で
は
、
前
述
の
と
お
り
、
第
三
共
和
政
の
特
徴
を
「
選
挙
地
盤
扁
の
優

勢
に
求
め
て
い
る
。
た
し
か
に
、
第
三
共
和
政
期
の
党
派
は
、
流
動
的
で
あ

り
党
規
範
が
欠
如
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
近
代
的
政
党
と
は
程
遠
い
も
の
で

あ
り
、
ま
た
議
員
の
議
会
行
動
も
個
人
主
義
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
通

説
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
方
で
～
九
〇
一
年
の
結
社
法
の
成
立
か
ら

急
進
・
急
進
社
会
党
な
ど
の
政
党
が
誕
生
し
、
一
九
一
〇
年
以
降
は
議
会
で

党
派
や
政
党
が
公
式
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
三
共
和
政
の
議
員

の
リ
ク
ル
ー
ト
に
つ
い
て
も
、
と
り
わ
け
左
派
に
お
い
て
は
党
内
で
の
活
動

が
一
つ
の
回
路
と
し
て
徐
々
に
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
当
然
、
こ
の
こ

と
か
ら
第
四
共
和
政
の
「
組
織
政
党
」
を
想
起
す
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
が
、

そ
れ
で
も
少
し
ず
つ
文
脈
は
変
化
し
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で

あ
れ
ば
、
本
書
が
長
い
第
三
共
和
豊
丸
を
｝
ま
と
ま
り
の
時
期
と
し
て
と
ら
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え
す
ぎ
て
い
る
き
ら
い
は
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
体
制
ご
と
の
断
絶
性
が
過

度
に
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

　
本
稿
で
は
、
紙
幅
の
都
合
か
ら
　
部
の
論
考
の
み
を
紹
介
す
る
に
と
ど
ま

っ
た
。
実
際
に
乎
に
と
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
前
述
の

と
お
り
、
本
書
は
議
員
研
究
と
選
挙
研
究
の
両
者
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
よ

う
と
し
た
意
欲
作
で
あ
る
。
ま
た
、
議
員
に
よ
る
支
配
の
あ
り
方
に
つ
い
て

も
、
先
行
研
究
の
成
果
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
現
時
点
で
の
到
達
点
を
示
し
て

お
り
、
多
く
の
論
点
を
提
示
し
て
く
れ
て
い
る
。
本
書
の
成
果
を
ど
の
よ
う

に
摂
取
し
、
ま
た
発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
、
そ
し
て
こ
れ
ま
で
や
や
疎
遠
で

あ
っ
た
選
挙
と
議
員
と
い
う
二
つ
の
研
究
領
域
を
統
合
し
、
い
か
な
る
歴
史

像
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
か
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
が

今
後
は
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
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